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スピンオフお隣さまお茶会シャクナゲ植え替え / スペースえんがわ inn

住宅まちづくり総合相談 / 玉川総合支所

玉川まちづくりハウス定例委員会 / スペースえんがわ inn

プレーリヤカー　/ ねこじゃらし公園

街角保健室＠スペースえんがわinn/ スペースえんがわ inn

住宅まちづくり総合相談 / 砧総合支所

タマデンmarchè/ アビターレ前

能登半島支援チャリティコンサート / スペースえんがわ inn

お隣さまお茶会 / スペースえんがわ inn

住宅相談ネットワーク会議 / 世田谷区役所

住宅まちづくり総合相談/玉川総合支所

せたがや防災NPOアクション事務局会議  /オンライン

街角保健室ハートフルサロン「kotori」/ スペースえんがわ inn　

プレーリヤカー　/ ねこじゃらし公園

プレーリヤカー　/ 奥沢公園
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能登半島豪雨災害支援チャリティのミニコンサート

　10月 20 日 ( 日 ) タマデンマルシェ
の後の時間に、地元にお住いの東儀秀
樹さん、典親さん親子によるコンサー
トを開催しました。
　コロナ禍前、玉川まちづくりハウス
は、地元の高齢者施設で「玉川まちフェ
スタ」と銘打ち大きなイベントを開催
するとともに、東儀さんにお願いして、
東日本大震災復興支援のコンサートを
年 1回、9年間続けていました。
　コロナ禍でずっと止まっていた企画
が動き出したのは、東儀さんへの某雑
誌のインタビュー記事に「コロナ禍前
にはスペースえんがわ inn の庭でコン
サートをやってた…」とあったこと。
　コロナウイルスも第 5類となり、も

うそろそろと思っていたタイミングとあいました。
　また、タマデンマルシェでは能登半島地震災害支援の寄付を毎回
募っているのですが、東儀さんのコンサートは「豪雨災害支援のチャ
リティコンサートとして企画しよう。」と準備をはじめました。
　5年ぶりで勝手を忘れていて、当日は朝までお天気も含め不安でし
たが、秋らしい風の中、鳥の鳴き声も聞こえる青空の中、100 人近
い方が集い、しちりきや笙の音、素晴らしい演奏と歌に浸る時間とな
りました。
　5年前もコンサートに参加していた息子さん典親さんも 17歳の高
校生になっていて、その歌声に「素敵ね」という声があちこちから聞
かれました。
　入場料の 2000 円から経費を除いた額を、石川県を拠点に北陸の未
来のために活動する「公益財団法人ほくりくみらい基金」に寄付いた
します。( 会計、寄付の詳細は次号に掲載いたします。)
　このコンサートのために、マルシェメンバーやスペースえんがわ
inn、地域の方々、ボランティアに駆けつけてくれたせたがやボラン
ティアビンゴのメンバーが、会場を片づけ、設営し、受付司会、見守り、
そしてまた片づけを参加費を払って支えていただきました。このよう
なコンサートが住宅地内で開催できることを感謝いたします。本当
にありがとうございました。



　　　　　　　　道を選ぶ楽しみ

    　　 　家から最寄り駅まで歩いて 15 分前後の距

        離なのですが、住宅が密集している地域なの

        で、抜け道が色々あります。

 人気の散歩コースなのか、通るとたくさんの犬とす

れ違える道もあります。

 車通りが多い道を避けたいとき、途中で神社に寄り

たいとき、日差しをなるべく避けたいとき、など気分

によって通り道を選ぶのは楽しいものです。

。

           新しい手帳　　　　　　　　　　　　　

　　    　今使っている手帳が10月始まりなので、先日

        2025年にむけての新しい手帳を買いました。年末

に迫った予定もちらほら入る時期になり、一年が過ぎる速

さにおどろきます。

 古い手帳は、表紙も少し汚れたり端がよれたりしている

ところもありますが、一年一緒に頑張ってくれた相棒です。 

 年末に見返して、振り返りを書くことにしているので

すが、その時に読み返すのが楽しみです

暮らしのつぶやき　１１月暮らしのつぶやき　１１月

　　　　

　　　　

タマデン marchè　10 月 20 日開催

第 103 回お隣さまお茶会　　　「樹と友達になろう」

　10月 20 日 ( 日 )　この夏の暑さがやっと静ま
り、秋らしい風の中でのマルシェ開催となりま
した。
　玉川まちづくりハウスは、地域のみなさんか
らいただいた雑貨、食器、洋服、本などを並べ
参加しています。この日は、長野中野市からの
リンゴも登場。
　そして、AINONE FARMの無農薬自然栽培の
お野菜、コロンビア産コーヒー、奥沢 6 丁目
fetecafe のクッキー、田園調布 estPanis のリン
ゴ酵母のパン、燻製オリーブオイルに加え、前
回から、玉川田園調布にお目見えしたミンナト
リエのキッシュ、ガレット、レモネードなども

ミンナトリエの美味しいラインナップ

あります。
　最近参加してくれている「紙の
顕微鏡」は不思議の世界を見せて
くれますし、タロット占いも人気
です。
次回は 11 月 17 日 ( 日 ) の予定。
秋の一日、街角でのんびりしてみ
ませんか。

　10 月 21 日 ( 月 )　第 103 回お隣さまお茶会は、昨年 11 月にもお願い
した森林インストラクターの瀬川真治さんを講師に迎え「樹」に関する話
を伺いました。男性 4人の参加もあり主催者としてはうれしかったです。
　種のこと、広葉樹と針葉樹は何が違うのか、驚いたのは日本の森林面
積率は、フィンランドの 73.9％に次いで多く 68.2％世界第 2位という
こと。(ちなみに第3位はスウェーデンです。）寒帯の針葉樹林からマングロー
ブなど亜熱帯の樹まで、多様な日本の美しい森をもっと知って守らなけ
ればと思いました。
　砧公園で採集してきたというトチノキの実でかわいいストラップを
作成する時間まであっ
て、参加者一同、夢中
になれました。
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　　　　　　　　　　　カーテンをかけかえる　　  

　　　　　　　夏になるときに、家のカーテンを一気

            に薄くて軽いものにかけ替えました。

            今までの厚手の遮光カーテンを、天気の

いい日に全部外して洗って、新しいものに取り換えて。

 最近ようやく寒くなってきた、と元の秋冬のカーテン

に替えようとしているのですが、妙に暑い日だったり、

雨が降ったりしてなかなか実行できません。もう一段

階寒くなる前には実行したいところです。

　　　　　　　　小掃除　　　 

　 　　　　 大掃除は、12 月にやるより小分けにして  

          10 月から取り掛かるほうがよい、とどこかの

占いに書いてあったのを見てから、それはそうだな、と

少しずつ机の引き出しや洋服を整理しています。

 一年以上使わなかったものはおそらくもう要らないだろ

うとは思っても、捨てるには少し思い出があるものもあ

り、一気にきれいにするのは難しいです。

  少しずつの積み重ねで、年末に向けて頑張ります。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(貴 )

地域の歴史を辿る

その２４

　　　　第２４回　　玉川全円耕地整理事業・パート④＞　　　奥沢地誌保存会・染野和夫　

地域 GAYAGAYA
　　地域の動きや、話題を地域の方々に手伝っていただいて紹介していくコーナーです。

昭和 6 年 11 月 27 日諏訪分区の第５回総会議提出図面

　昭和 3年 (1928 年 )6 月 1日、大字等々力の飛地の「諏
訪分区」が全工区中で最初に耕地整理の工事に着工、更
に同年 7月 8日には尾山区が、9月 6日には奥沢西区、
12 月 18 日には奥沢東区が工事着工するなど、玉川村
の東部４工区が村中部や西部の工区に先駆けて耕地整理
の工事をスタートさせました。   
　その後、昭和 4年 (1929 年 ) の 12 月 25 日に、目黒
蒲田電鉄が建設した大井町線が全通し、玉川村を東西に
走り東京市部との交通の便が出来ると , 村中部でも宅地
化の波を実感する事となり、中部 6工区は昭和 4年から
12年 (1929 ～ 1937 年 ) にかけて順次工事を着工して

行きます。一方、宅地化の波を実感できず、猛烈な反対運動も起こっていた村西部 7工区での工事着工は、昭和 9
年から 15年 (1934 ～ 1940 年 ) と遅れ、最も工事着工が遅かった瀬田中区は、諏訪分区に遅れる事 12年後の昭
和 15年 3月にやっと着工しました。
　尚、この西部工区の中で特別な処理となった工区がありました。
　一つは瀬田上区です。   
　この工区は、大部分の区域が東京緑地計画の一環で、砧緑地（現・
砧公園）整備対象用地の一部として昭和 18 年 (1943 年 )3 月東京府
に買収され、買収対象とならなかった同区南側の一部の耕地整理未着
手の範囲を含めて昭和 27 年 (1952 年 )7 月に玉川全円耕地整理事業
の対象地区から除外されています。   
　もう一つは用賀西区です。この工区は、村西部地区の中では最初に工
事着工し、工事完了・換地認可・ 登記完了迄、異例の早さで事業が進
捗しています。    
　この要因は、西南部の一部区域が砧緑地用地として東京府に買収さ
れ、また工区東部の土地約 5万坪を昭和 9年 (1934 年 ) ８月に帝国
競馬協会に売却ができたためです。この売却された土地は昭和 15 年 
(1940 年 )9 月に馬事公苑として開苑しました。 
　更に令和 3年 (2021 年 ) 開催の東京オリンピック・馬術競技会場と
して整備された後、令和５年 (2023 年 )11 月に再び一般に開放されま
　した。

現在の都立砧公園

ﾘﾆｭｱｰﾙｵｰﾌﾟﾝした現在の馬事公苑
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